
　

ハ
ワ
イ
を
訪
れ
る
観
光
客
が
、
こ
こ
数

年
増
え
続
け
て
い
る
。
２
０
０
９
年
に
約

６
４
２
万
人
だ
っ
た
ハ
ワ
イ
へ
の
渡
航
者

数（
米
国
内
含
む
）は
、
２
０
１
３
年
に

８
０
０
万
人
を
突
破
し
、
２
０
１
８
年
に

は
約
9
8
9
万
人
と
１
０
０
０
万
人
に
迫

る
勢
い
だ
。

　

こ
の
成
長
を
強
く
牽
引
す
る
の
は
、
ア

メ
リ
カ
国
内
、
特
に
東
部
か
ら
の
旅
行
者

の
増
加
だ
が
、
日
本
人
渡
航
者
も
年
間
約

１
５
０
万
人
と
、
ハ
ワ
イ
の
外
国
人
観
光

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
い
て
依
然
最
も
大
き
な

シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。

　

ハ
ワ
イ
の
躍
進
を
支
え
る
の
が
、
数
々

の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
立
案
さ
れ
る
観
光

戦
略
だ
。
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
で
は
、
渡
航

者
数
や
消
費
額
は
も
ち
ろ
ん
、
飛
行
機
の

座
席
稼
働
率
や
平
均
客
室
単
価
、
機
内
や

空
港
で
の
旅
行
者
の
行
動
ア
ン
ケ
ー
ト
、

住
民
の
観
光
業
に
対
す
る
満
足
度
の
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
デ
ー
タ
を

収
集
。
島
々
で
構
成
さ
れ
る
ハ
ワ
イ
で
は

移
動
や
宿
泊
な
ど
に
関
す
る
リ
サ
ー
チ
デ

ー
タ
が
取
り
や
す
い
た
め
、
１
９
８
０
年

代
半
ば
か
ら
継
続
的
に
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー

タ
も
多
い
と
い
う
。

　

同
局
で
は
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
細
や

か
に
分
析
し
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
、
航

空
会
社
、
旅
行
代
理
店
、
ホ
テ
ル
と
い
っ

た
観
光
業
界
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
た
ち

と
委
員
会
を
組
織
。
観
光
業
界
全
体
の
将

来
を
予
測
し
な
が
ら
10
年
ご
と
の
長
期
戦

略（
２
０
２
０
年
以
降
は
５
年
ご
と
）と

中
長
期
、
短
期
の
観
光
戦
略
を
策
定
す
る
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
観
光
戦
略
に
は
い

く
つ
か
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重
要
業
績
評
価
指
標
）

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
観
光
戦
略
の
効
果

が
定
期
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、

数
あ
る
指
標
の
な
か
で
、
同
局
が
特
に
重

視
す
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
は
な
に
か
。

 

「
観
光
戦
略
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
が
、

州
民
の
生
活
向
上
と
文
化
と
環
境
の
維
持

で
す
か
ら
、“
住
民
の
観
光
業
に
対
す
る

満
足
度
”が
、
最
も
大
切
な
Ｋ
Ｐ
Ｉ
で
す
。

や
は
り
、
観
光
業
に
対
す
る
満
足
感
や
安

心
感
、
重
要
度
の
理
解
が
な
い
と
ア
ロ
ハ

ス
ピ
リ
ッ
ツ
は
生
ま
れ
な
い
の
で
、
そ
の

点
は
と
て
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
は
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
・
日
本
支
局
長

の
ミ
ツ
エ
・
ヴ
ァ
ー
レ
イ
さ
ん
。

　

ハ
ワ
イ
へ
の
渡
航
者
数
が
１
０
０
０
万

人
に
迫
る
の
は
、
歴
史
上
初
め
て
の
こ
と
。

島
々
か
ら
な
る
ハ
ワ
イ
で
は
、
受
け
入
れ

可
能
人
数
に
も
限
界
が
あ
る
た
め
、
住
民

満
足
度
以
外
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
見
方
に
も
変
化

が
あ
っ
た
と
い
う
。
具
体
的
に
は
、
渡
航

者
数
よ
り
消
費
額
を
重
視
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

 

「
消
費
額
を
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
ど

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ど
の
よ
う
な
お
客
様
に

来
て
も
ら
う
の
か
を
、
デ
ー
タ
を
分
析
し

な
が
ら
細
か
く
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
日
本
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
お
け
る
重
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
ひ

と
つ
が
、
私
た
ち
がA

vid T
raveller

（
貪
欲
な
旅
行
者
）と
呼
ぶ
お
客
様
で
す
。

こ
れ
は
、
年
に
１
度
程
度
海
外
旅
行
の
計

画
を
立
て
て
い
て
、
文
化
や
歴
史
、
ウ
ェ

ル
ネ
ス
＆
ヘ
ル
ス
な
ど
に
対
す
る
興
味
が

高
く
、
体
験
に
自
己
投
資
す
る
方
の
こ
と
。

ま
た
、
消
費
額
の
向
上
と
い
う
目
標
の
上

で
は
、
富
裕
層
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
ブ
ラ
イ
ダ

ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
」（
ヴ
ァ
ー
レ
イ
さ
ん
）。

地
域
ご
と
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た 

観
光
戦
略
を
採
用

　

ハ
ワ
イ
州
観
光
局
は
、
ア
メ
リ
カ
、
日

本
、
韓
国
、
中
国
、
台
湾
、
東
南
ア
ジ
ア
、

オ
セ
ア
ニ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
カ
ナ
ダ
を

主
要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
エ
リ
ア
と
定
め
、
各

地
域
に
支
局
を
設
置
し
て
い
る
。
各
支
局

で
は
エ
リ
ア
ご
と
に
市
場
分
析
を
行
い
、

地
域
の
ト
レ
ン
ド
に
合
わ
せ
た
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い

る
。

　

た
と
え
ば
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
・
日
本

支
局
で
は
、
２
０
１
９
年
に
８
つ
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
施
策
を
展
開
す
る
。
メ
イ
ン

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の『
発
見
ハ
ワ
イ
』で

は
、“
１
３
２
の
島
々
”、“
３
０
０
種
の
ト

ロ
ピ
カ
ル
フ
ル
ー
ツ
”、“
４
２
０
５
ｍ
の

マ
ウ
ナ
ケ
ア
”な
ど
の
数
字
を
通
じ
て
ハ

ワ
イ
の
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
を
紹
介
し
て
い

る
。
実
は
こ
の
施
策
に
は
、
オ
ア
フ
島
だ

け
で
な
く
、
ハ
ワ
イ
島
や
マ
ウ
イ
島
、
カ

近年は、アメリカ東部からの旅行者の伸びが最も顕
著だ。その他、オセアニアも増加、中国や韓国も微
増しているが、日本市場の存在感は依然大きい

ハワイへの渡航者数は9年連続で上昇しており、まもなく1000万人に達する。ハワイの島々の文化
や自然をいかに持続可能にしていくか、ということも、観光局のミッションとなっている

各国渡航者数の割合（2018年）

ハワイ訪問者総数
988.9万人

カナダ
5.62%

オセアニア
4.26%

他のアジア
3.89%

ヨーロッパ 1.48%
ラテンアメリカ 0.28%
その他 3.86%

アメリカ
西部
43.07%

アメリカ
東部
22.27%

日本
15.26%

ハワイ州観光局のマーケティングプロセス

戦略が長期で、ターゲティングやKPIが明確。さらに数々の調査
結果をオープンにしていることがハワイ州観光局の強みだ

データ分析と
レポート

商品開発／
プロモーション

マーケティング
プランと

ターゲット戦略
の策定

日本マーケットKPI

2018年度は火山の噴火や日本国内の自然災害などもあって、渡
航者数は前年比−１％。観光局として特に重視しているKPIは渡航
者1日あたりの消費額だが、これは為替の関係もあって3％上昇。
また、航空券が足りなければアクセス自体が制限されてしまうため、
航空座席数や有償座席利用率は常に注視している

渡航者数

渡航者による
消費総額

渡航者1人当たり
の消費額／日

航空座席数

2018年 2017年 前年比

1,571,298人

$2,310.1

$246.7

2,042,595席

1,587,781人

$2,262.5

$239.5

1,988,036席

-1.0%

+2.1%

+3.0%

+2.7%

ハワイ州
観光データ
住民人口	約142万人
面積	 約28,310km2

観光人口	約989万人

ハワイ島

マウイ島
モロカイ島

カウアイ島

オアフ島

20182017
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0
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6,000,000

10,000,000

ハワイへの渡航者数推移

住民の観光業に対する満足度調査は、
現地のマーケットリサーチ会社に委託し、
オンラインで実施する 写真提供：ハワイ州観光局

ハワイ州観光局
日本支局長
ミツエ・ヴァーレイさん

写真提供：ハワイ州観光局

観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
術

外
国
人
を
呼
び
込
む

海
外
観
光
地
の
事
例
に
学
べ
！

国
連
世
界
観
光
機
関（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）の
発
表
に
よ
る
と
、

２
０
１
８
年
の
海
外
旅
行
者
総
数
は
前
年
比
６
％
増
の
推
定
14
億
人
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
世
界
の
観
光
地
に
と
っ
て
最
重
要
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

で
は
、
世
界
の
先
進
的
観
光
地
は
ど
の
よ
う
な
観
光
戦
略
を
採
っ
て
い
る
の
か
。

本
特
集
で
は
、
外
客
誘
致
で
成
果
を
上
げ
る
３
つ
の
地
域
の
事
例
か
ら
、

今
、
日
本
の
観
光
地
が
学
ぶ
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
探
る
。

海
外
ツ
ー
リ
ズ
ム
レ
ポ
ー
ト
第
2
弾

デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
で

地
域
の
進
む
方
向
を
指
し
示
す

細
や
か
な
分
析
と
Ｋ
Ｐ
Ｉ
設
計
が
カ
ギ
！

ハワイ州
観光局
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ハ
ワ
イ
州
観
光
局
で
は
２
０
１
８
年
か

ら
、『
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
』

と
い
う
概
念
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
そ
の

名
の
通
り
、“
責
任
あ
る
観
光
”を
啓
蒙
す

る
取
り
組
み
だ
が
、
そ
の
背
景
に
は
お
よ

そ
１
０
０
０
万
人
に
上
る
渡
航
者
が
及
ぼ

す
地
元
の
文
化
や
環
境
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
同
局
で
は
最
重

要
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
住
民
の
観
光
業
に
対
す

る
満
足
度
を
掲
げ
て
い
る
が
、
か
つ
て
64

％
〜
68
％
ほ
ど
で
推
移
し
て
い
た
満
足
度

が
、
現
在
は
61
％
程
度
に
低
下
し
た
。
こ

れ
を
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
黄
色
信

号
と
捉
え
た
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
は
、『
レ

ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
』を
推
進

す
る
こ
と
で
、
土
地
の
文
化
や
歴
史
、
自

然
環
境
、
生
活
を
尊
重
す
る
旅
行
ス
タ
イ

ル
の
浸
透
を
図
っ
て
い
る
。

 

「
観
光
業
が
世
界
中
の
自
然
や
文
化
に
影

響
を
及
ぼ
し
始
め
て
い
る
今
、
大
切
な
こ

と
は
や
は
り
現
地
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
旅

す
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
ハ
ワ
イ
州
が
リ
ー

ジ
と
と
も
に
伝
え
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
ハ
ワ
イ
に
来
ら
れ
る
日
本
人
の
方

は
、
ハ
ワ
イ
の
自
然
や
文
化
が
好
き
な
方

が
大
部
分
な
の
で
、
賛
同
し
て
も
ら
え
る

こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
世
界
の
観
光
人
口

が
急
激
に
伸
び
る
今
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
問
題
は
島
国
か
ら
発
生
す
る
こ
と

が
多
い
。
そ
の
意
味
で
、
ハ
ワ
イ
の
実
例

は
日
本
に
と
っ
て
も
良
い
ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

（
ヴ
ァ
ー
レ
イ
さ
ん
）。

ド
し
て
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」（
ヴ
ァ
ー
レ
イ
さ
ん
）。

 

『
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
』の

具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
植
樹

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
ナ
ッ

プ
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加

を
促
す
ほ
か
、
地
元
の
環
境
関
連
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
活
動
も
支
援
。
さ
ら
に
、
ハ
ワ
イ
が
直

面
し
て
い
る
環
境
や
文
化
の
課
題
を
周
知

す
る
た
め
の
約
２
分
の
動
画
を
20
本
ほ
ど

制
作
し
、
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
Y
o
u 

T
u
b
e
、
旅
行
会
社
の
カ
ウ
ン
タ
ー
、

飛
行
機
の
機
内
な
ど
で
流
す
こ
と
で
、
ハ

ワ
イ
に
接
点
の
あ
る
人
々
へ
の
意
識
付
け

を
旅
行
前
か
ら
行
っ
て
い
る
。

 

「
サ
ン
ゴ
礁
を
守
る
た
め
の
日
焼
け
止
め

の
選
び
方
や
ハ
イ
キ
ン
グ
時
の
マ
ナ
ー
な

ど
、
旅
行
者
に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ

と
を
、
押
し
付
け
が
ま
し
く
な
い
イ
メ
ー

ウ
ア
イ
島
、
ラ
ナ
イ
島
、
モ
ロ
カ

イ
島
な
ど“
隣
島
”の
魅
力
を
訴

求
す
る
狙
い
が
あ
る
の
だ
と
い
う
。

 

「
日
本
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
リ
ピ
ー

タ
ー
率
は
68
％
に
上
り
ま
す
が
、

実
は
そ
の
90
％
ほ
ど
が
オ
ア
フ
島
に
し
か

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
長
期
的
な
観
点
か
ら

考
え
る
と
、
や
は
り
も
っ
と
分
散
し
て
ほ

し
い
で
す
し
、
特
に
ハ
ワ
イ
島
に
関
し
て

は
キ
ラ
ウ
エ
ア
火
山
噴
火
の
影
響
か
ら
の

リ
カ
バ
リ
ー
に
力
を
入
れ
な
い
と
い
け
な

い
。『
発
見
ハ
ワ
イ
』で
は
、
ハ
ワ
イ
の

島
々
の
情
報
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
紹
介
し
、

そ
の
多
様
性
を
見
せ
る
こ
と
で
、“
隣
島
”

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
」

（
ヴ
ァ
ー
レ
イ
さ
ん
）。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
巻
き
込
み 

業
界
全
体
で
同
じ
方
向
へ
進
む

　

航
空
会
社
、
旅
行
代
理
店
、
ホ
テ
ル
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

積
極
的
に
連
携
す
る
こ
と
も
ハ
ワ
イ
州
観

光
局
の
特
徴
だ
。
各
支
局
で
は
、
毎
月
の

市
場
動
向
レ
ポ
ー
ト
を
メ
ー
ル
ベ
ー
ス
で

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
報
告
し
、
定
期
的

に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
も
設
け
て
い
る
と

い
う
。

　

ま
た
、
各
支
局
が
打
ち
出
し
た
翌
年
の

観
光
戦
略
を
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
＝
観

光
事
業
者
に
向
け
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
す
る『
マ
ー
ケ
ッ
ト
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
』

と
い
う
場
を
年
２
回
秋
と
春
に
設
け
て
い

る
こ
と
も
特
徴
的
な
取
り
組
み
だ
。

 

「
観
光
局
が
打
ち
出
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
イ
メ
ー
ジ
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
施
策
を
、

早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
公
開
す
る
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
が
新
た
な
商
品
や
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
や
す
い
環
境
を
作
っ

て
い
ま
す
」（
ヴ
ァ
ー
レ
イ
さ
ん
）。

　

た
と
え
ば『
マ
ー
ケ
ッ
ト
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
』で
は
、
翌
年
に
行
わ
れ
る
フ
ァ
ム
ツ

ア
ー
や
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
、
コ
ン
シ
ュ
ー
マ

ー
イ
ベ
ン
ト
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
観
光
局

が
手
掛
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
な
ど
も

公
開
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

が
投
資
効
率
を
見
極
め
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ

ム
へ
の
参
加
を
検
討
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

 

「
や
は
り
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
っ

て
の
観
光
産
業
で
す
か
ら
、
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は

力
を
入
れ
て
い
ま
す
」（
ヴ
ァ
ー
レ
イ
さ

ん
）。

　

綿
密
な
デ
ー
タ
分
析
に
よ
っ
て
地
域
に

フ
ィ
ッ
ト
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を

描
き
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
巻
き
込
み

な
が
ら
具
体
的
な
旅
行
商
品
や
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
落
と
し
込
む
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ら
の
結
果
を
振
り
返
っ
て
効
果
を
分
析
・

レ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
よ
り
精
度
の
高

い
観
光
戦
略
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。
こ
の

よ
う
な
好
循
環
が
巡
っ
て
い
る
こ
と
が
、

ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の
強
み
な
の
だ
ろ
う
。

リピーター率の推移

2018年時点で日本人リピーター率は66.8％。
現在は68％程度にまで上昇しているという

66.9%33.1%

65.2%34.8%

61.8%38.2%

60.7%39.3%

58.5%41.5%

59.7%40.3%

58.1%41.9%

59.0%41.0%

58.5%41.5%
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島ごとの渡航者マーケット（2018年）

カウアイ島
138.9万人

カナダ
6.39%

オセアニア
2.38%

韓国 0.66%
中国 0.29%
ヨーロッパ 2.66%
ラテンアメリカ 0.28%
その他 3.91%

アメリカ
西部
51.82%

アメリカ
東部
29.83%

日本 1.79%

マウイ島
291.5万人

オセアニア
2.39%
カナダ
9.60%

ヨーロッパ 2.13%
ラテンアメリカ 0.33%
その他 3.76%

アメリカ
西部
50.70%

アメリカ
東部
27.42%

日本 1.66%

韓国 1.09%
中国 0.91%

オアフ島
586.2万人

カナダ 3.98%

オセアニア 
6.94%

ヨーロッパ
1.83%

ラテンアメリカ 0.37%
その他 5.24%

アメリカ
西部
30.62%

アメリカ
東部
21.30%

日本
23.87%

韓国 3.80%
中国 2.04%

ハワイ島
170.6万人

アメリカ
西部
42.74%

アメリカ
東部
26.64%

日本
10.34%

カナダ 5.48%

オセアニア
3.02%

ヨーロッパ
2.87%

ラテンアメリカ 0.36%
その他 4.73%

韓国 1.42%
中国 2.40%

日本人の渡航先を見てみると、オアフ島に集中していることがわかる。火山噴火の影響を受けたハワ
イ島のリカバリーや、他島への誘客が今後の課題だ

学びたいポイント！

徹底したデータ活用と
KPI設定で明確な観光
戦略を。

1

ステークホルダーを巻
き込み、業界全体で盛
り上げる。

2

観光業が環境や文化に
与える影響を最小化する。

3

今年9月に行われたビーチクリーンナップの様子。ハワイ島の最南端に集まった
海洋ゴミを、世界中のライフセーバーや教育者、学生たちが収集・調査。その
結果をレポートにまとめたプレゼンテーションなども行われた。また、この海洋
ゴミを使って学生たちが制作したオブジェは、ツーリズムエキスポなどで展示。
積極的に『レスポンシブル・ツーリズム』の理念と情報を発信している

写真提供：ハワイ州観光局

写真提供：ハワイ州観光局

2018年のメインプロモーション『発見ハワイ』。
2019年は隣島ブランディングにより注力する

写真提供：ハワイ州観光局

ハワイ州観光局公式ポータルサイト「allhawaii（オールハワイ）」
には、レスポンシブル・ツーリズム動画のページが設けられて
おり、2分ほどの動画が20本程度用意されている。その内容
は、文化の尊重やビーチの楽しみ方、海洋生物を守る方法…
…など、多岐にわたる。美しい映像とシンプルなメッセージで
構成し、押し付けがましくない内容としていることもポイントだ

ハ
ワ
イ
州
観
光
局
が
推
進
す
る

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
？

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ひ
と
つ
の
在
り
方

ハワイ州
観光局
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標
高
３
２
４
９
ｍ
の
フ
ッ
ド
山
や
全
長

約
６
０
０
㎞
に
及
ぶ
太
平
洋
岸
の
パ
ブ
リ

ッ
ク
ビ
ー
チ
な
ど
、
都
市
部
の
周
囲
に
豊

か
な
自
然
が
広
が
る
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
。
こ

の
街
の
観
光
資
源
は
、
美
し
い
自
然
と
共

存
す
る
街
並
み
と
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々

が
生
み
出
す
カ
ル
チ
ャ
ー
だ
。
歩
い
て
回

れ
る
サ
イ
ズ
感
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
を
巡

れ
ば
、
大
手
チ
ェ
ー
ン
店
の
姿
は
少
な
く
、

個
人
経
営
の
サ
ー
ド
ウ
ェ
ー
ブ
コ
ー
ヒ
ー

や
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
店
が
多
数
。

ま
た
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
小
さ
な
屋
台
が
並
ぶ
フ
ー
ド
カ

ー
ト
・
ポ
ッ
ド
な
ど
も
あ
ち
こ
ち
に

あ
る
。
こ
う
し
た
光
景
を
生
み
出
す

の
は
、「
自
然
を
大
切
に
し
、
生
活

の
質
を
重
視
す
る
」、「
地
産
地
消
に

こ
だ
わ
り
、
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を

応
援
す
る
」な
ど
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ダ

ー
た
ち
に
共
通
す
る“
価
値
観
”だ
。

　

ア
メ
リ
カ
の
他
都
市
と
は
異
な

る
個
性
を
持
つ
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
だ

が
、
日
本
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
面
白
い
。
た
と
え

ば
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
観
光
協
会
が
手

掛
け
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ト「
オ
ド

ナ
ロ
ト
ラ
ベ
ル
」で
は
、
カ
ラ
フ
ル
な
コ

ラ
ー
ジ
ュ
写
真
や
少
し
変
な
日
本
語
な
ど

で
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
魅
力
を
紹
介
。
い
わ

ゆ
る
観
光
局
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト
と

は
一
線
を
画
す
ユ
ニ
ー
ク
な
仕
上
が
り
だ
。

ま
た
、
同
協
会
が
２
０
１
９
年
４
月
に

「
ノ
ド
か
ら
足
が
出
る
ほ
ど
欲
し
く
な
る

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
フ
リ
ー
パ
ス
・
ス
ニ
ー

カ
ー
」は
、
文
字
通
り
ス
ニ
ー
カ
ー
を
テ

ー
マ
に
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
だ
。
つ
ま
り

同
協
会
で
は
、
万
人
向
け
で
は
な
く
、“
響

く
人
に
響
く
”プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
い
る
の
だ
。

 

「
私
た
ち
は
、
た
だ
数
を
追
い
求
め
る
の

で
は
な
く
、
こ
の
街
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
興
味
や
共
感
を
持
つ
人
に
来
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
方
た
ち
が
、
ポ

ー
ト
ラ
ン
ダ
ー
に
な
っ
た
気
持
ち
で
こ
の

街
を
楽
し
ん
で
く
れ
た
ら
、
地
元
の
人
々

も
嬉
し
く
な
る
。
観
光
産
業
の
目
的
は
、

単
に
お
客
様
を
呼
ぶ
こ
と
で
は
な
く
、
観

光
を
通
じ
て
地
域
の
人
々
の
生
活
の
質
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
で
す
か
ら
」と
は
、
ポ

ー
ト
ラ
ン
ド
観
光
協
会
の
ジ
ェ
フ
リ
ー
・

ハ
マ
リ
ー
さ
ん
だ
。

　

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
は
観
光
産
業
改
善
地

区（T
ourism

 Im
provem

ent D
istricts

＝
Ｔ
Ｉ
Ｄ
）と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度

を
用
い
て
宿
泊
税
を
観
光
協
会
の
予
算
に

組
み
込
み
、
そ
の
資
金
で
社
会
問
題
の
解

決
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。

 

「
観
光
協
会
と
し
て
、
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援

や
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
地
域

の
人
々
の
た
め
に
も
な
る
し
、
旅
行
者
に

と
っ
て
も
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
観
光
の
魅
力
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
ハ
マ
リ

ー
さ
ん
）。

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
カ
ル
チ
ャ
ー
が
観

光
資
源
だ
か
ら
こ
そ
、
街
の
独
自
性
を
持

続
可
能
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
そ
れ

は
、
世
界
的
に
見
て
独
自
の
文
化
を
持
つ
、

日
本
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
だ
ろ
う
。

　

ア
メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン
州
の
最
大
の
都

市
と
な
る
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
、
独
創
的
な

カ
ル
チ
ャ
ー
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
息
づ

く
こ
と
で
知
ら
れ
る
場
所
だ
。
そ
の
魅
力

は
、
日
本
で
も
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
な

ど
で
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
同
都
市
圏
を
訪

れ
る
日
本
人
観
光
客
は
こ
の
５
年
で
約
25

％
成
長
。
年
間
３
万
８
６
０
０
人
ほ
ど
に

上
っ
て
い
る
。

　

世
田
谷
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
都
市
文
化

交
流
会
と
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
観
光
協
会
、

東
京
都
市
大
学
の
主
催
す
る
交
流

イ
ベ
ン
ト
「
マ
イ
・
ピ
ー
プ
ル
ズ
・

マ
ー
ケ
ッ
ト 

ア
ッ
ト 

世
田
谷
」が
、

今
年
10
月
19
日
と
20
日
の
2
日
間

に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

　

20
日
の
ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
会
場
と
な
っ
た
Ｊ
Ｒ
Ａ
馬
事
公

苑
け
や
き
広
場
に
は
、
食
や
ア
ー
ト
、

農
業
な
ど
多
彩
な
店
が
ず
ら
り
と

並
ん
で
い
た
。
そ
の
う
ち
４
つ
は
、

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
か
ら
来
日
し
た
人
々

が
出
店
し
た
も
の
で
、
オ
レ
ゴ
ン
州

で
初
め
て
の
黒
人
ワ
イ
ン
醸
造
家
で

あ
る
「
ア
ビ
ー
・
ク
リ
ー
ク
」の
バ

ー
ト
ニ
ー
・
フ
ォ
ー
ス
テ
ィ
ン
さ
ん

を
は
じ
め
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
ユ
ニ

ー
ク
な
方
ば
か
り
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

在
住
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
ラ

イ
ブ
や
「
オ
ド
ナ
ロ
ト
ラ
ベ
ル
」社

長
の
オ
ド
ナ
ロ
デ
ュ
ー
ド
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
も
行
わ
れ
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

　

現
地
を
訪
れ
て
い
た
日
本
人
は
、

家
族
連
れ
や
若
い
カ
ッ
プ
ル
な
ど
地

元
の
人
が
多
く
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の

人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
ん
で
い
る
様
子
。
そ
の
光
景
は
、

人
か
ら
人
へ
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ダ
ー
の

持
つ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
が

伝
播
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
た
。

ロ
ー
カ
ル
×
ロ
ー
カ
ル
が
生
み
出
す
、

草
の
根
の
交
流
。
こ
れ
も
ま
た
“
響

く
人
に
響
く
”ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
魅

力
を
伝
え
る
機
会
な
の
だ
ろ
う
。

ポートランドのカルチャーを感じるイベント
マイ・ピープルズ・マーケット 
アット 世田谷 に潜入！

ポートランド都市圏
観光データ
住民人口	 約275万人
面積	 約17,310km2

インバウンド人口	約76万8000人

国別の観光客数成長率（2013年〜2018年）
-40 -20 0 20 40 60 80 100
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-9%

36%

25%
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25%
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30%

ポートランド
競合5都市
（オースティン、デンバー、
ミネアポリス、ソルトレイ
ク、シアトル）の平均値

ポートランド都市圏の宿泊者数の国別比較（2018年）
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日本
中国
イギリス
ドイツ
オーストラリア
メキシコ
韓国
フランス
オランダ

38600人

40900人

25800人

18900人

17400人

14100人

12200人

7300人

6200人

ポートランド

上／海外からの宿泊者（カナダを除く）では、日本人観光客の割合は比較的高い。
観光協会でもプロモーションに力を入れている。下／日本人はこの5年で25%増
加。ポートランド観光協会が競合と考える5都市と比較すると、高い割合である
ことがわかる

学びたいポイント！

旅行者の“数”ではなく
“キャラクター”を重視
する。

1

地域の魅力や価値観に
共感する人に響く尖っ
たPR戦略を。

2

観光事業は地域コミュ
ニティの幸せのために
ある。

3

写真提供：ポートランド観光局

ポートランド観光協会
国際観光部
シニアマネージャー
ジェフリー・ハマリーさん

かつて多くのヒッピーが暮らし、その後、アーティストやシェフなどクリエイティブ
な人々が移住したことも、ポートランドに独自の文化が息づく大きな理由

2017年からポートランドで年2回開催される「マイ・ピープルズ・マーケッ
ト」は、マイノリティの人々のスモールビジネスを支援するイベント。トー
クセッションではその取り組みも紹介された

上／「オドナロトラベル」
のサイトでは、オリジナル
キャラクターのオドナロデ
ュードが街の魅力を紹介。
中・下／スニーカーをテー
マにしたキャンペーン「ノ
ドから足が出るほど欲しく
なるポートランド・フリー
パス・スニーカー」

 

”響
く
人
に
響
く
“
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
、

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
フ
ァ
ン
を
呼
び
込
む

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
幸
せ
が
観
光
資
源
に
な
る

ポートランド
観光協会
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九
份
の
街
並
み
や
十
份
の
ス
カ
イ
ラ
ン

タ
ン
、
小
籠
包
や
タ
ピ
オ
カ
と
い
っ
た
グ

ル
メ
な
ど
、
数
々
の
旅
の
楽
し
み
が
待
つ

台
湾
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
も
っ
と
も
身

近
な
海
外
旅
行
先
の
ひ
と
つ
だ
。
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ（
日
本
旅
行
業
協
会
）の
調
査
で
は
、

２
０
１
９
年
の
G
W
人
気
旅
行
先
ラ
ン
キ

ン
グ
で
は
海
外
旅
行
部
門
で
１
位
に
、
夏

休
み
の
人
気
旅
行
先
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
ハ

ワ
イ
に
次
ぐ
２
位
と
な
る
な
ど
、
そ
の
人

気
は
近
年
ま
す
ま
す
上
昇
。
２
０
１
０
年

に
約
１
０
８
万
人
だ
っ
た
訪
台
日
本
人
観

光
客
の
数
は
、
２
０
１
８
年
に
約
１
９
７

万
人
と
倍
増
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
成
長
の
背
景
に
あ
る
の
は
、

台
湾
の
個
性
を
活
か
し
た
Ｐ
Ｒ
戦
略
だ
。

 

「
私
た
ち
が
Ｐ
Ｒ
に
お
い

て
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

の
ひ
と
つ
が
、
距
離
的
に

も
心
情
的
に
も
安
心
・
安

全
で
近
く
て
、
親
し
い
国

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
こ

と
。
国
内
旅
行
感
覚
で
訪

れ
ら
れ
る
場
所
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
、
日
本
の
各
地
方

の
旅
行
会
社
と
の
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
や
仙
台
空
港
の

“
国
内
線
到
着
ロ
ビ
ー
”で

の
壁
面
広
告
掲
載
な
ど
、

日
本
国
内
を
旅
す
る
方
と
の
接
点
を
積
極

的
に
増
や
し
て
い
ま
す
」と
は
、
台
湾
観

光
局
・
所
長
の
鄭 

憶
萍
さ
ん
。
現
在
、

台
湾
と
日
本
を
結
ぶ
定
期
便
が
飛
ぶ
空
港

は
成
田
、
羽
田
、
関
空
な
ど
の
主
要
空
港

だ
け
で
な
く
、
静
岡
や
青
森
、
新
潟
、
広

島
、
福
岡
、
沖
縄
…
…
な
ど
、
20
ヵ
所
を

超
え
る
。
同
局
で
は
、
国
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
地
方
都
市
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
続
け
て
い
る
と
い
う
。

 

「『
東
北
絆
ま
つ
り
』や『
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ

Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
ま
つ
り
』な
ど
の
大
き
な
お

祭
り
に
、
台
湾
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
チ
ー

ム
を
派
遣
し
た
り
、
ブ
ー
ス
を
出
展
す
る

と
い
う
取
り
組
み
を
長
年
に
渡
っ
て
続
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は『
青
森
ね
ぶ

た
祭
』に
台
湾
の
ラ
ン
タ
ン
が
初
参
加
。

や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
分
け
入
っ
て
、

関
係
性
を
培
っ
て
い
く
こ
と
は
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
」（
鄭
さ
ん
）。

　

こ
う
し
た
活
動
に
加
え
、
積
極
的
な
民

間
の
交
流
も
台
湾
と
日
本
各
地
の
信
頼
関

係
を
育
む
大
切
な
要
素
だ
。
た
と
え
ば
近

年
は
台
湾
か
ら
日
本
に
進
出
す
る
飲
食
店

や
シ
ョ
ッ
プ
も
多
数
。
こ
れ
ら
の
存
在
も
、

台
湾
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
役
立

っ
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、
訪
日
台
湾
人

の
数
は
年
間
約
４
８
３
万
人
に
も
上
る
。

彼
ら
が
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
を
旅
す

る
こ
と
で
、
台
湾
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
訪
日
台
湾
人
を
呼
び
込
む

た
め
に
、
日
本
の
観
光
事
業
者
が
心
が
け

る
べ
き
こ
と
な
ど
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

 

「
一
度
は
台
湾
に
足
を
運
び
、
現
地
の

人
々
の
生
活
や
志
向
を
体
験
す
る
こ
と
で

す
ね
。
や
は
り
相
互
の
交
流
と
理
解
が
大

切
で
、
台
湾
人
を
よ
く
知
る
こ
と
が
、
誘

客
の
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
」（
鄭
さ
ん
）。

　

さ
て
、
近
年
成
長
を
続
け
る
台
湾
の
観

光
業
界
だ
が
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

問
題
な
ど
は
起
き
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

 

「
九
份
の
街
並
み
や
十
份
の
ス
カ
イ
ラ
ン

タ
ン
は
や
は
り
人
気
で
、
多
数
の
人
が
集

考察
とーりまかし的

　観光にはマーケットイン（市場をよく知り、
需要に応える）の発想がもちろん必要なのだ
が、将来的には「正しいプロダクトアウト」こそ
が目指す姿になっていくのではないだろうか。
　一般的なマーケティング手法では、人数に
しろ、消費額にしろ、基本的には量を増やし
ていくことが目標に設定される。一方でCSR
のように、その存在が大きくなれば、企業と
して社会に責任を持つための活動も求めら
れてくるし、業界のリーダーとしてのふるまい
も必要だ。
　観光の場合は、そもそも観光資源となるリ
ソースに限りがあり、顧客に需要があるから
といってその分サービスを多く生産するわけ
にはいかない。もともと地域とは公共財みた
いなものだから、量をベースとしたマーケティ
ング手法は適していないのだろう。一般企業
よりもさらに別の視点で観光資源や環境へ
の負荷について考えなければならない責務が
ある。そして純粋に魅力的な観光資源とは、
実際には地域住民やその生活に根差す部分
が大きく、彼ら住民の声にも耳を傾ける必要
がある。
　オランダ政府観光局は、観光客増加に対
応するべく、活動の軸足を「プロモーション」
から「管理」に変えたという。観光は消費活
動から脱却する時期に来ているのかもしれな
い。日本もこのような世界の動きを参考に計
画を練っていく必要があるだろう。
　そしてもう１つ、本特集で指摘された課題
は日本人のアウトバウンドだ。日本人の出国
率（ビジネス用途なども含む）はここ数年14
％程度で推移している。若年層や地方への
国際線就航本数増加などにより微増傾向に
はなっているのだが、実はこの数値は世界的
にみてもかなり低いのだ。
　インバウンドとアウトバウンド、両軸がそろ
ってこその観光立国とは綺麗事のように聞こ
えるが、外交が持ちつ持たれつであるように、
来てほしいと願うばかりでなく、実際に現地
に行くことがインバウンドのさらなる促進要
因となる。そもそも海外旅行の良さを実感し
ていない人には誘致やプロモーションは難し
いだろう。我々が世界から学ぶことはまだま
だたくさんあるようだ。

よい観光地をつくる
プロダクトアウトと
基盤となる“人づくり”

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
交
通
制
限
を
し
た
り
、

ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
の
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
人
に

行
政
が
補
助
金
を
出
す
な
ど
の
取
り
組
み

で
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
ほ
ど

の
問
題
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、

や
は
り
ど
う
し
て
も
台
北
周
辺
に
観
光
客

が
集
中
し
て
し
ま
う
の
で
、
観
光
局
と
し

て
は
中
部
や
南
部
、
東
部
な
ど
、
他
の
エ

リ
ア
の
Ｐ
Ｒ
に
は
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

各
地
方
の
魅
力
を
発
掘
し
、
メ
デ
ィ
ア
や

旅
行
会
社
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と

で
、
将
来
の
新
た
な
観
光
の
魅
力
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
鄭
さ
ん
）。

台湾
観光データ
住民人口	約2378万人
面積	 約36,190km2

観光人口	約1106万6707人

訪台日本人観光客および訪日台湾人観光客の推移

2010

1,377,957

4,825,948

1,969,151

1,080,153

2011 2012 2013 2018年2017201620152014

訪日台湾人
観光客数

訪台日本人
観光客数
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訪台日本人の男女比の推移
0 10080604020

2018
2017
2016
2015
2014
2013
2012
2011
2010
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53.56% 46.44%

53.60% 46.40%

54.42% 45.58%

56.34% 43.66%

56.82% 43.18%

59.12% 40.88%

58.79% 41.21%

58.94% 41.06%

60.66% 39.34%

58.85% 41.15%

上／2011年の震災の際に台湾が多くの支援を行ってくれたことから、日本のメディアでの
露出が増えたことも訪台日本人増加の理由だ。下／女性比率は年々高まっており、年齢層
も子供からシニアまで幅広くなっているという

台北市

台中市

台南市

高雄市

学びたいポイント！

自国の個性・特長を見
極め、効果的なPRを。

1

時間をかけてコミュニ
ケーションを続けること
が大切。

2

民間の交流もインバウン
ドの強い味方になる。

3

台湾スイーツも人気。観光局では、旅
行会社やメディアなどを通じてその魅力
を発信する

写真提供：台湾観光局

上／多くの観光客で賑わうようになった九份
の街並み。左上／高雄の龍虎塔など、台北
以外の地域のプロモーションにも力を入れる。
左下／台湾最北端近くにある野柳地質公園な
ど、インスタグラムなどを通じて人気が急上昇
する見どころも多い

台湾観光局東京事務所
所長

鄭
てい

 憶
いー

萍
ぴん

さん

写真提供：台湾観光局写真提供：台湾観光局

写真提供：台湾観光局

上／さまざまなグルメ屋台
が立ち並ぶ夜市も、台湾を
象徴する見どころ。日本人
好みの食事やドリンクが多
いのも魅力。左／建築家・
伊東豊雄が手掛けた「台中
国立歌劇院」など、モダン
な見どころも増えているとい
う

写真提供：台湾観光局

写真提供：台湾観光局

近
く
て
、
親
し
い
旅
先
！

台
湾
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

継
続
的
な
交
流
で
信
頼
を
築
き
、
日
本
人
旅
行
者
は
10
年
で
倍
増
！

台湾
観光局
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